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 本論文は、在日ブラジル人中学生の日本語及びポルトガル語による作文を収集し、日本

人中学生、及びブラジル在住の中学生の作文と比較することによって、彼らのリテラシー

における両言語併用能力の実態を明らかにしようとしたものである。 
 まず、「日本語の作文能力と滞在年数の関係」については、(1) 作文全体の長さ、一文の
長さ、従属節の使用状況から見る文の複雑さ、構成と内容は、滞在３～４年で日本人生徒

と同じ水準に達すること、(2) 語彙の多様性、文の広がり（並列節の使用）が日本人生徒と
同じになるには４～６年かかること、(3) 文法・語彙の誤用は６～10年たっても日本人生徒
より多いことが判明した。 
 次に、「ポルトガル語の作文能力と滞在年数／出国年齢の関係」を検討した結果、(1) ポ
ルトガル語による作文能力は日本での滞在年数より出国年齢による影響が大きいこと、(2) 
日本在住のブラジル人中学生とブラジル在住の中学生の間に最も差があるのは「語彙の多

様性」で、出国年齢が低いほどブラジル在住の中学生との差が大きいこと、逆に文の構造

（文の深さ、一文の長さ、従属節の割合、使用している従属節の種類）に関しては差が見

られないことが明らかになった。 
 さらに、「日本語能力とポルトガル語能力の関係」を検討し、言語の表層面で観察でき

るトランスファーは表記・語彙・構文と様々なレベルで起こること、またポルトガル語か

ら日本語へという一方向だけでなく、日本語からポルトガル語にも起こることを確認した。

続いて、作文能力の５つの側面（産出量・語彙の多様性・文の構造・誤用の頻度・構成と

内容）を比較し、２言語間で相関があるのは産出量・語彙の多様性・構成と内容であり、

相関が見られないのは文の複雑さ・誤用の頻度であることを示した。そして、Cumminsの「共
通基底言語能力」という概念を援用し、２言語で相関のある３つの側面がこの能力を反映

しているという結論に至った。 
 最後に、「日本語／ポルトガル語の作文能力と暦年齢の関係」について論じ、日本語の

作文能力は中学生の年齢層では暦年齢と関係がないこと、ポルトガル語の場合は、現年齢

より出国年齢の影響が大きいことを示した。 
 以上の結果を踏まえ、学齢期に移住した年少者の場合、第二言語である日本語が発達す

るまでの間に、すでに身につけているポルトガル語を保持する必要があること、さもなけ

れば、いずれの言語においても「書く」という手段を失ってしまうという危険性があるこ

とを指摘した。 



 

 


